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消費者志向自主宣言

2024年活動報告

2025年3月

日立グローバルライフソリューションズ株式会社
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・「文書・表示監査室」では、カタログやWeb、販促物などの表示品質向上に取り組んでいます。
景品表示法に抵触する表現がないか、お客さまにとって分かりやすい表示になっているかなど、法的
な視点とお客さま視点で厳重なチェックを行っています。

・2024年4月に、公益社団法人全国消費生活相談員協会会長の松本恒雄氏による「デジタル環境に
おける消費者への広告・勧誘・契約締結」をテーマとした講演会を行い、デジタル広告における消費

者への影響ついて理解を深めました。

・全社の表示物作成者向けには、「冷蔵庫不当表示事案振り返り」というテーマで研修会を行い、過去
の事案の風化を防止し、適切な表示をする意識の向上を図っています。

・広告表示に関する公正競争規約の注記運用ガイドラインを見直し、表示関係者に徹底することで、
お客さまに誤認のない、分かりやすい表示の教育を推進しています。

従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）①

■従業員への教育・啓発活動
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・サービス部門では、サービス業務従事者のお客さま対応力向上を目的として、種々の研修に注力
しています。 研修は、集合研修の他にオンラインを活用した研修も実施しています。内容は、
新製品などの修理技術、マナーなど多岐にわたった研修をしています。
オンライン研修はタブレットを用いて受講するため、時間や場所の制約がなく、全国のサービス業務
従事者に一斉に教育を行うことができます。
今後もオンライン研修の充実と拡大を図り、お客さま対応のレベルアップをしてまいります。

・マナー向上については、毎年6月と11月を「マナー推進強化月間」と位置づけ、修理にお伺いした
お客さまへのアンケート結果をもとに、お客さま対応において向上すべきポイントの徹底や好事例の
水平展開などを実施しています。
一人ひとりが自身の業務について考え、振り返る機会を持つことで、更なる意識の高揚を図って
います。また、アンケートでいただいたお客さまからの声を担当者に直接タイムリーに届け、
フィードバックを実施することで、サービス品質の更なる向上を図っています。

・顧問弁護士を講師に迎え、お客さま対応に必要な基本行動について考える研修会を定期的に実施
しています。専門家の助言をいただいたことで、お客さまへより良いサービスを提供できるよう研鑚を
重ねています。

従業員の積極的活動（企業風土や従業員の意識の醸成）②
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(BD-STX130K/SX130K/SW120K/SV120K)

洗濯機

■VoCセンタの取り組み：お客さまの声をもとに製品改善活動を展開

事業関連部門と品消法関連部門の有機的な連携

VoCセンタでは、コミュニケーション窓口に寄せられたお客さまの声を収集・分析し、

製品やサービスの改善につなげるとともに、今後の商品開発に役立てる活動を行っています。

ヘッドのLEDライトで、前だけでなく左右も照らし
広い範囲の見えにくいごみを浮かび上がらせる

掃除機

お客さまのご意見・ご要望をもとに、製品改善につながった事例

(PV-BH900SM/BL50M)

り洗濯機

投入口の高さが低く、洗濯槽が浅いので衣類
をらくに取り出せる

(BW-X100K/X90K/V100K/V80K) (RZ-V100HM)

らくにお手入れ炊飯器

洗浄部品は食器洗い乾燥機の使用が可能に

炊飯器

(RZ-V100HM)

(PV-BS1M)

掃除機 かんたん組み立て

もっと便利に

もっと使いやすく

酢とよくなじんでおいしさが調和する
すしめし専用コースがさらに進化

強力洗浄

洗濯槽
ドアパッキン

乾燥経路

洗濯機内部を念入りにお手入れし、乾燥効率の
低下を抑える

ダストケース

ダストケースの取り付け位置合わせを
1か所に低減し、スムーズに組み立て
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消費者への情報提供の充実

■お客さまへのサポート

・修理サービス部門では、出張修理時のお客さまの修理費用支払いの利便性向上をはかるため、
二次元バーコードの決済を導入し、より簡単・迅速にお支払いいただけるようにいたしました。
また、従来の後払い請求書、クレジットカードに加え、2024年6月よりＰａｙＰａｙ(*)を導入して
おります。
(*)PayPayは、PayPay株式会社の商標です。
・修理受付センターでは、製品の不具合でお困りの状況を少しでも早く解決できるよう、出張修理の
受付に音声自動応答システムやWeb受付を導入し、24時間修理のご依頼を承っています。
また、持込修理対象製品については宅配引取修理を導入し、お客さまの利便性向上に取り組んで
います。

Web出張修理受付
宅配引取修理

・修理受付センターでは、販売店様からの出張修理の依頼をいただいた際、訪問日の連絡方法と
して電話に加えて「ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）」を活用しております。
当社と販売店の連絡ツールを拡大し、簡単で確実に訪問日の決定や変更を可能にして、
お客さまの利便性向上を図っております。

https://hitrun.hitachi-gls.co.jp/hitrun/personal/
https://hitrun.hitachi-gls.co.jp/hitrun/personalDelivery/
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・空調機器の制御で、お客さま施設の電気料金の削減に貢献する「exiida遠隔監視・デマンド制御
ソリューション」を2024年4月から提供開始しました。
室温など空調機器の稼働情報や気象情報などをもとに、AIが常時消費電力を予測して、目標
デマンド値(*)を超えないように空調機器を制御することにより、お客さま施設の電気料金の削減に
貢献します。
(＊)目標デマンド値：本サービスにより低減を図った後のピーク電力値

ニュースリリース：2024年1月17日

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発①

■製品・サービスの改善、開発

・冷蔵室（棚・左右ドアポケット）に加え、新たに冷凍室下段・野菜室の中の食材もスマートフォンで確認
でき、毎日の食材管理をサポートする「冷蔵庫カメラ」を搭載した冷蔵庫を2024年2月から発売しまし
た。
外出先から、スマートフォンで庫内をチェックできるので、買い忘れや食材の二重購入、買いすぎ
を抑え、毎日の食材管理が手軽に行えます。さらにドアを開けずに庫内をチェックできるので、ドアの
開閉回数を低減し、冷気の流出抑制にもつながります。
ニュースリリース：2024年1月18日

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/01/0117.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/01/0118.html
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・日立の家電品がより便利に使える家事サポートアプリ「ハピネスアップ」を随時バージョンアップして
います。
2024年2月には、お使いの際に感じることがある「気になる症状」について、対象のコネクテッド家電
では、これまでの運転データを使った診断により、自分で解決できるヒントやアドバイスを受信できる
機能を追加しました。
2024年12月には、対象のコネクテッド家電で不具合が発生した場合に、発生通知から修理のお申し
込みまでワンストップで対応することができる新機能「家電の救急アラート」を追加しました。
ニュースリリース：2024年2月8日
ニュースリリース：2024年12月16日

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発②

・洗濯機内部を念入りにお手入れする「らくメンテ洗浄」コースを新採用したドラム式洗濯乾燥機
「ビッグドラム」を2024年10月から発売しました。
乾燥フィルターレスでお手入れの手間を軽減する「らくメンテ」をより快適に使っていただくため、
洗濯槽に加え、乾燥経路（保護フィルター/熱交換器）やドアパッキンといった洗濯機内部を念入りに
お手入れするコースです。
ニュースリリース：2024年9月12日

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/02/0208a.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/12/1216a.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/09/0912.html
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・ソニーマーケティング株式会社と当社は、国内の物流に関する社会的課題の解決や環境負荷の低減
をめざし、2024年4月から北海道における両社の物流倉庫を統合し、各量販店の物流センターへの
共同配送を開始しました。
配送範囲の広い北海道において輸送車両台数を削減するとともに、より効率的な配送ルートを構築
することで、環境負荷や運送ドライバーの負担軽減をめざしています。
ニュースリリース：2024年2月5日

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発③

■カーボンニュートラル、循環型モノづくりに向けた取り組み

・当社のグループ会社で使用済み家電品のリサイクルを手がける株式会社関東エコリサイクルは、
循環型モノづくりのさらなる推進に向けて、洗濯機などのリサイクル工程にミックスプラスチックの
選別装置を導入し、2024年4月から本格稼働しました。
これまで手作業で取り出していたものに加えて、ミックスプラスチック選別装置を使用することで再生
プラスチックの生産量が拡大し、2024年度は前年比で約2倍となる見込みです。
ニュースリリース：2024年3月29日

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/02/0205.html
https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/03/0329c.html
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・当社はグループ会社全体でのカーボンニュートラルの取り組みをさらに推進していくため、株式会社
関東エコリサイクルでPPA(*1)モデルによる太陽光発電設備を拡充し、2024年5月から稼働を開始し
ました。
関東エコリサイクルでは、2019年に太陽光発電設備を導入しており、今回の設備拡充により、発電
設備は579kW(*2)、年間発電量は約773MWh(*3)となり、これによる年間のCO2排出量は300t(*4)
の削減となる見込みです。

(*1)PPA:「Power Purchase Agreement(電力販売契約）モデル」のことで、PPA事業者が企業の敷地内に太陽光
発電設備を設置し、発電された電力をその企業が購入するビジネスモデル。

(*2)PCS(Power Conditioning System)出力による。
(*3)導入時のシミュレーション結果に基づく自社推計値。
(*4)環境省が公表している排出係数を元に算出。

ニュースリリース：2024年5月8日

消費者・社会の要望を踏まえた改善・開発④

・当社は2024年に初めて「サステナビリティレポート」を作成しました。当社のトップコミットメント、
サステナビリティマネジメント、ESG(環境、社会、ガバナンス)に対する考え方と2023年度の取り組み
など(マテリアリティの取り組みを含む)について報告しています。あわせてご覧下さい。
サステナビリティレポート 

https://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2024/05/0508.html
https://corp.hitachi-gls.co.jp/sustainability/report
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